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アワビ稚貝の成長生残におよぼす飼育密度の影響について

遠山忠次・佐藤秀一-水口啓子・金子信一

緒言

近年アワビの種苗生産が実用化の段階に入り、各地

でアワビ種苗の量産が行なわれている。本県において

も昭和43年より種苗の量産が実施され、現在殻長25mm

前後のアワビ稚貝が数十万個体生産されている。この

アワピ稚貝は主に漁業協同組合へ配布し、放流用種苗

として利用されている。アワピの放流効果を高めるう

えでは、欣流f去の生産率が高い大型種苗 11を量ngする

必要にせまられている。

一方種苗を生産する立場からみると、採卵から稚貝配

布までの生産サイク 1レは通常 1年前後で実施される。

このように限定された時間と施設の中で、種苗サイズ

の大型化および生産数の増大を同時に満足させるのは

困難である。しかしこれらの要望に出来るだけ近づく

には量産而からみた適正飼育条件の究明が必要である。

そのため、飼育条内の会つであるアワビ稚貝の飼育密

度と成長、生残の関係について実験を行なったのでそ

の結果を報告する。

本文に入るに先だち、本報文をまとめるにあたり貴

重幸助言をいただいた当水試大場俊雄種苗生産研究室

長に深謝する。

材料および方法

アワピ種苗生産過程においては、ふ化幼生をj;f，苗器

(塩化ピニ-)レ製波板45X60cm) に採苗し、数ヶ月波

板上で養成し、Tfi.員が殻長1伽1m前後に成長した時点で

波板から剥離する。剥離した稚貝はその後アオサ・ア

ラメ・カジメを投与し、飼育箆および石を投入した水

槽で飼育される。これら波板から剥離される稚貝を用

いて、殻長 5mm，1伽ffi，15mmの大きさ別に小規模な飼

育密度実験(実験1)と、種苗生産過程で実際に使用

しているものと同一規模の容器を用い、殻長4mmから

16mmまでの稚貝を混在させた飼育密度実験(実験日)

を行なった。

飼育実験は実験Iが1973年4月2日から10月2日ま

で、実験Eか有1年4月18日から10月18日までの約6ケ

月間、水試の屋内水槽で行なった。実験111に用いた

アワピ干世貝は1972年10月 25 日から 11 月 1 日にf王~n し、

約 4~5 ヶ月間波桜 tで養成したクロ Haliotis diaus 

Rn:rf.である。

実験I

設定した実験区は平均殻長が5mm，1砧nm，15mm台に

なるよう大きさをそろえた稚貝を用いて、飼育密度を

1m当り 500から12，000個体の問に 5段階設けた。各

区における収容{団体数、稚貝の大きさ、収容密度につ

いては表1に示した。稚貝の飼育はタキロン KK， ト

リカルネ yト(目合2，8mm)の飼育箆 (20X20X20cm)

に付着材としてコの字型の三菱カラースノコ(12，6X

8， 9X3， 9cm，アワビ付着可能面積200cnl)1本を用いた。

飼育箆に所定の個体数を収容し、常時滞j島海水を注入

(1.5t/h) している木製エンピ板内張水槽 (1目。X2.0

XO.8m)に飼育箆の底面までの水深か15cmとなるように

設置した。稚貝に投与した餅料は実験開始後20日間は

アオサを主体に、それ以降はアラメ，カジメを同種の

海藻が入手出来なかった時ツノマタを一時つなぎに投

与した。 餌料は各[3:定期的に投与せず、観料海藻が

少なくなり次第 2~10日毎に投与し常に餌料が存在す

る状態を保ったo 実験Ij1は1ヶ月毎に生残{団体数，殻

長を測定し、摂餌量は投与量一残存量から求めた。ア

ワビ占有率については、アワビ l個体が付者するのに

最低限必要とする平面積をアワビ面積〔殻長(SL) X 

殻幅(SL XO. 7) 1と仮定し、使用した付着材面積に対

する生存個体の総アワビ面積の比率(%)で表現した。

なお付着材から稚貝を剥離するのに 0.5%ウレタン海

水を使用し、稚貝の脱落を待ってから計数，測定作業

を行ない、出来るだけ剥離による影響を少在くするよ

う努めた。

実験E

f共試干[，貝はj皮板から剥離された殻長4mmから16mmの

各サイズが混在している個体を用い、収容密度を 1m

当り 1，800から10，000f国体台の問に6段階設けて実験を

行なった。各実験区における収容個体数、稚貝の大き

さ、 JI~容密度は表 2 に示した。
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表 1 実験Iに用いた稚貝の大きさおよび収容密度

実験区 供試個体
収容密度

殻長
区 (固体数

平均殻長 殻長範囲 (N /111; 
サイス (mm) (mm) 

1 20 5.97 5目 1-6.6 500 

2 80 5.86 4.5-6.8 2000 

5mm 3 160 5.89 4.8-6.6 4000 

4 320 5.97 4.8-6.5 8000 

5 480 5目 85 4.7-6.6 12000 

1 20 10.69 9.7-11.4 500 

2 80 10.59 9目 5-11.5 2000 

10mm 3 160 10.61 9.5-11.5 4000 

4 320 10.69 9.6-11.5 8000 

5 480 10.59 9.5-11.5 12000 

1 20 15.30 14.5-16.3 500 

2 80 15目 47 14.5-16.5 2000 

15mm 3 160 15.41 14.5-16.5 4000 

4 320 15.55 14.5-16.5 8000 

5 480 15.47 14.5-16目8 12000 

表2 実験Eに用いた稚貝の大きさおよび収容密度

f共試{団体
収容宿度

実験区
個体数

平均殻長 殻長範囲 (N/ni) 
(mm) (mm) 

1 943 9.05 4.8-15.8 1813 

2 1727 10.56 5.2-16目2 3321 

3 2699 9.58 4.9-15.1 5190 

4 3714 10.43 5.2-16.6 7142 

5 4732 9.31 5.6-14.4 9100 

6 5487 10目。1 5.2-15.5 10552 

稚貝の飼育はトリカ Jレネット(目合 2.晶珊)の飼育

箆 (65X80X30cm) に付着材として三菱カラースノコ

(70X8. 9X3. 9cm，アワビ付着可能面積2，254cn!)を 5

本投入した。飼育鑓に所定のi団体数を収容し、常時j慮

i且海水を注入(1.5 t/h) し、エアレーシヨンを行なっ

ているコンクリート水槽(1.0X2.0XO.8m)3面に飼育

箆を底面までの水深が25cmとなるように設置した。稚

貝に投与した餌料海藻は実験I同様にアオサ，アラメ，

カジメを投与し常に餌料を存在させた。実験中 1ヶ月

毎に殻長，発死{団体数をij!IJ定し、摂餌量およびアワビ

占有率は実験I同様に求めた。

なお、実験1， [Jにおける飼育水温は15.5~25.9'C

で実験期間中の旬別平均水温を図 1に示した。
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図 1 飼育水温(句別平均)の変化

実 験 結 果

実験I
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5 rnm， 1伽un，15醐サイズのアワピ稚貝が飼育密度の

相異によって成長，生残，アワピ占有率，摂餌量等が

どのように変化するかを検討した。

1 .アワビ稚貝の成長

各実験区における平均殻長の経時変化を図2に示し

た。

5 mm， 1Omm， 15mmの各サイズ共に収容密度が高くな

るにしたがい成長は劣り、飼育1ヶ月白から収容密度

8000/nf以上の4，5区と 4000/ぱ以下の 1，2， 3 

区とでは成長に差を生じ、以降5mmの3，4区を除い

て殻長の聞きが大きくなる傾向を示した。飼育6ヶ月

後の実験終了時における殻長が最も大きかったのはい

ずれの殻長サイズでも最低収容密度の 1区で、最も小

さかったのは最高収容密度の 5区であり、その差は 5

酬で'6.2mm， 10mmで6.5mm，15mmでは9.2，酬の値を示した。

飼育期間が6ヶ月間と長期にわたり、後述するように

実験中生残率の低下が認められているので、各月の飼

育密度より 6ヶ月間の平均飼育密度を算出し殻長の成

長率との関係を検討した。その結果は図3に示したと

むり各飼育密度における成長率は 5酬が最も高く 145

%以上を示したのに対し、 10mmで49.1~109% ， 15四で

は25.9~89.2 %と個体の大きさにより成長率に差がみ



られる。殻長の成長率は10mm，15醐共に飼育密度が高

くなるにしたがい減少するが、飼育密度の増加に比較

して成長率の減少は4000/ばまでは大きいがそれ以上

では減少比率カず小さくなる結果を示した。
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図2 アワビ稚貝の成長(平均殻長)

(図中の数字は各実験区を示す)

2.アワビ稚貝の生残率

生残率の祖l陀結果を図4に、収容密度と生残率の関

係について図5に示した。

5mm、10mm{こむいては 1ヶ月白から生残率の低下が

認められ、特に 5mm{;l:1 ヶ月目で50~65%前後に低下

し、 10mm，15mmに比較して著しい減耗を示した。各サ

イズ共通して 4ヶ月日までは生残率の低下が大きくそ

れ以降は少なくなる傾向を示している。図5に示した

ように 6 ヶ月後における各区の生残率は 5mmで13.3~

40.0%、 10mmで52.5~66.3%、 15mmが78.1~90.0% と

供試稔貝の大きさにより生残率のレベルが大きく異な

る結果を示した。しかし各サイズについて収容密度と

生残率の関係をみると共通した傾向を示し、収容密度
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図3 平均飼育密度と殻長成長率の関係
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図4 生残率の変化

(図中の数字は各サイズの実験区を示す)

4000/ niまでは生残率に大きな差はなく、 4000/ni以

上で 5mmが18~28% 、 10mm， 15mmで12~13%の低下を

示し、 8000/ni以上では再び差が少なくなる。このよ
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うに個体の大きさにより生残率のレベルに差はあるが、

各サイズそれぞれの生残率レベルの範囲内で共通した

減少傾向を示している。このことから生残率レベルの

差は飼育密度以外の要因も大きく関与しているものと

推定される。
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図5 収奪密度と生残率(飼育6ヶ月後)の関係

3 アワビ占有率の変化

アワビ稚貝の占有率の経時変化を図6に、 6ヶ月間

の平均アワピ占有率と殻長成長率の関係について図7

に示した。
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図7 付著材に対する平均アワビ占有率と殻長成長率

の関係
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図6 付着材に対するアワビ占有率の変化

(図中の数字は各実験区を示す)

アワビ個体面積は殻長の大きさにより変化し、アワ

ビ総凶積は生残個体数によって変化してくるので収容

密度が同ビであってもアワビ占有率は実験開始時から

各サイズにより異なっている。実験開始時の五区につ

いてみると、 5mmに対して10mmが4.6倍、15酬が11.1倍

10mmlこ対して15mmが2.4倍高い占有率を示し収容密度

とは著しい相違がある。

実験中の占有率は、減耗が大きく殻長も小さい 5mm

では各区共に大きな変動はみられなかったが、 10mm，

15mmでは各区共に生残個体数と殻長の成長に対応した

変動を示し、総体的に飼育月数の経過に伴ない漸増す

る傾向を示した。

付着材に対する 6ヶ月間の平均アワピ占有率と殻長

成長率の関係は10mm，15mm共に占有率が高くなるにし

たがい成長率は漸減し、占有率150%以上では成長率に

大差のない結果を示した。

アワビ占有率と稚員の集合の関係については実験終

了後さらに 2ヶ月間飼育をつづけ、付着材に対する稚



貝の集合状態を観察した。付着材のカラ スノコに対

するアワビ!国体の集合状態を附図の写真に示した。各

サイズ共に殻長の大きさに関係なくアワビ占有率が50

%以下ではアワピ個体が重なりあうことなく平面的に

付着しているが、 70%前後で付着材裏面で重なりあい

表面部分にも一部付着が認められる。100%を超えると

付着材の裏面空間はアワピで満され、付着材表面部に

付着する個体が多くなってくる。200%以上では裏面空

間はアワピ個体で完全に充満し、その結果残った個体

は強制的に表面部へ付着せざるをえず表面部分でも重

なりあう個体が出現し、また餌料海藻にも付着する!盟

{本が多く在る。

このように付着材裏面に充満している状態では夜間

摂餌行動に移行するのに低い占有率に比較して時間を

要L、付着材裏面から全個体が磯れるケースはなかっ

た。アワピ占有率が 200%を越える状態では夜間アワ

ビが分散しでも付着材表面， i毎五裏表面，飼育箆等で部

分的に重なりあって行動する個体が認められ、ごれら

{固体閣の競合によって摂餌行動が大きく制限されてい

5 

るように観察された。

4 アワビ稚貝の摂餌量

実験期間中の投餌量および摂餌量については表 3に

示した。

6ヶ月間における摂餌総量は 5mmでは各区による差

は少なかったが、 10mm，15mmで、は収容密度の高い区程

多く、 1区に比較して 5区は10mmで約5倍、 15mmで

6.71吾多い摂餌総量を示した。飼育1ヶ月間毎の生残個

体当り平均摂餌量の累積から求めた 6ヶ月後における

生残!固体当りの摂餌量と平均飼育密度の関係について

は図8に示した。なま、 5mmサイズについては実験中

の減耗が高〈、開始時の個体数と大きな聞きをきたし

たので個体摂餌量から除外した。

各飼育密度における個体摂餌量は15mmが10mmを3.4

~4.2gうわまわり、 f共試個体の大きさにより差が認め

られる。しかし飼育密度に対応した個体摂餌量の変化

は10mm，15mm共によく似た傾向を示し、飼育密度が3000

~4000 /ばまでは飼育密度の培加に伴ない減少するが

4000/ ni 以上はほぼ平担化する。

表3 試験期間中(6ヶ月)における投餌量および摂餌量

投餌量 (g) 摂餌最 (g)

試験区
アオサ ツノマタ

アラメ
合計 アオサ ツノマタ

アラメ
合計

カジメ カジメ

1 50 24 340 414 17.4 。 263.5 280.9 

2 60 32 300 392 32.宮 12.3 240.3 285.5 

5mm 3 80 37 350 467 48.9 15.3 288.5 352.7 

4 105 98 462 665 65.0 38.6 412.2 515.8 

5 115 113 440 668 87.5 39.0 385.6 512.1 

1 70 57 410 537 28.0 15.3 335.5 378.8 

2 120 72 610 802 71.0 35.5 554.0 660.5 

10mm 3 179 73 830 1082 129.0 41.4 750.7 921.1 

4 219 150 1190 1559 168.0 68.9 1115.0 1351. 9 

5 252 158 1630 2040 225.3 91.3 1568.4 1885.0 

1 115 100 520 735 90.8 45.0 463.2 599.0 

2 195 120 1018 1333 161.1 88.5 963.6 1213.2 

15mm 3 300 120 1438 1858 277.3 104.0 1431. 2 1812.5 

4 450 196 2427 3073 431.0 167目。 2388.7 2986.7 

5 560 199 3395 4154 541. 9 171目5 3329.7 4043.1 
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図9 生残個体当りの摂餌量と殻長成長率の関係

(図中の数字は各実験区を示す。ただし(2)区は

各区と同一条件で収容密度lOOO/ m'における値、

ム10mm ・15mm)
f国体摂餌量と殻長成長率の関係は図 9に示したとお

り個体摂餌量が16g前後までは摂餌量の増加に対応し

て成長率も急増するが、lOmmで摂餌量が30g前後、 15

mmで40~50 g前後に達すると成長率が鈍化しそうな傾

向を示している。また同一摂餌量においては10mmが15

mmより 30~40%高い成長率を示し個体の大きさにより

異なる結果を示した。

実験E

殻長 4mm~16mm干陸貝を用いて、種苗生産過程で使用

している容器による飼育密度実験を行い、実験Iと同

様な傾向が認められるかどうかを検討した。

1.アワビ稚貝の成長と生残

各実験区における殻長，生残率，占有率の測定結果

を表4に、殻長の成長率、生残率と収容密度の関係に

ついては図10，11に示した。

各区における平均殻長は収容密度か渇くなるにした

がい小さな{直を示し、殻長の成長率は 2，4， 6ヶ月

日共に平均飼育密度の増加に伴ない減少する傾向を示

した。
200 

'‘ 

目立

長 ¥♂ ~一一÷ー6率(00 

% ¥〉¥¥ア--.::__ 4 

• • 2 

• 
0 
o 2 4 6 8 10 

飼育密度 (XIOOO/ぱ)

図10 平均飼育密度と殻長成長率の関係

@飼育2ヶ月日 04ヶ月日 .....6ヶ月目

生残率については各区共に飼育経過にしたがい漸減

する結果を示した。 6ヶ月後の生残率と収容密度の関

係は、収容密度が5000/ばまでは収容密度に対応して

生残率は低下するが、 5000/ぱ以上ではほぼ60%前後

の生残率を保っている。

100 

90 

生

残
80 

¥ 
率 70

% 

60 
ー..............ー一一一-0-一一.6 

50 

。。 2 4 6 8 10 12 
収容 密度 (XIOOO/ni)

図11 収容密度と生残率の関係

(図中の数字は飼育月数を示す)
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表4 殻長および生残率測定結果

飼育月数 。 2 4 6 

;思定月日 48.4.18 6. 18 8. 20 10目18

実験 収容密度 平均殻長 設長範囲 アワピ 平均議長 生費率 平均殻長 生残辛 平均殻長 殻長範囲 殻長成長 生残率 7ワピ

区 (111m) (四) (回) 占有辛抑 (四) (時) (回) (%) (四) (回) 量(四) (出) 占有鞠

1813 9.05 4.8-15.8 4目8 15.84 87目2 22.70 83.4 25.11 .8.4-33.4 16.侃 79.9 29.5 

2 3321 10.56 5.2-16.2 12目。 15.14 80.9 20.98 73.2 22.67 10.8-40.2 12.11 65.4 36.1 

3 5190 9.58 4.9-15.1 15.4 13.54 79.2 19.39 69.8 21. 91 10.9-36.8 12.33 60.4 48.6 

4 7142 10.43 5.2-16.6 25.1 12.98 72.2 17.39 65.4 21. 99 9.6-36.9 11.56 58.5 65.3 

5 9100 9.31 5.6-14.4 27.4 13.45 72.2 17.06 65.6 21.44 9.6-39.0 12.13 59.1 19.8 

6 10552 10.01 5.2-15.5 34.2 13.45 13.1 11.33 66.2 20.08 8.9-39.1 10.01 59.4 81.6 

f共試稚貝の平均殻長がj互い実験Iの10mmサイズと比

較してみると収容密度が高くなるにしたがい殻長成長

率，生残率共に減少し、高密度において減少比率が小

さくなる傾向は実験1， II共に認められる。しかし殻

長の成長量は同一飼育密度において実験Eが4-7mm

高〈、生残率は収容密度5000/rri以下でも漸減し実験

Iと異なる結果を示した。

アワビ稚員の摂餌量

実験期間における摂餌総量および、生残!固体当りの摂

餌量を図12に示した。
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図12 実験期間(6ヶ月)における摂餌総量および

生残個体当りの摂餌量

(棒グラフは摂餌総量、線グラフは個体摂餌

量を示す)

摂餌総量は収容密度に対応、して増加を示し 1区と 6

区では19.2kgの差を生じた。生残!国体の摂餌量は 1区

が18.8gに対して 6区が10.2gと摂餌総量とは逆に収

容密度の増加にしたがい減少する。実験Iと比較し、

平均飼育密度5000/rri以上では個体摂餌量が10g前後

で実験Iの9gと大差が認められなかったが、 4000/

ぱ以下では実験Iより 5-5.8 g高いfl直を示した。

!閏{本摂餌量と殻長成長量の関係を図13に実験Iの結

果と併せて示した。
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図13 生残1団体当りの摂餌量と殻長成長量の関係

010mm 4I15mm ム実験日の結果

(図中の数字は各実験区を示す)



アワピ稚貝の収容密度が500~12000 / mの範囲内で

は飼育経過に伴ない成長差は顕著になり、生残率はア

ワビ稚貝の大きさにより生残率のレベルに差が認めら

れ、殻長の小さい個体ほど飼育初期大きな変化がみら

れる。また 6ヶ月間における飼育結果では、稚貝の成

長，生残等に与える飼育密度の影響は平均飼育密度が

4000 ~ 5000/ぱ以上で強く現われてくる。しかし飼

育密度の増加割合に対応した殻長成長率，生残率，個

体摂餌量の減少比率は飼育密度が4000~5000/ m以下

で大きく、それ以上では減少比率が小さくなり飼育密

度の相違が少をく一定のf直に近づく傾向を示している。

この傾向はアワピ占有率と殻長成長率，個体摂餌量と

の関係についても同様に認められ、占有率が100~150

%以上で影響カ汚虫く現れる。このような飼育密度およ

びアワピ占有率に対応した変化は 5mm， 10mm， 15mmと

大きさの異なる稚貝についても、また各大きさの混在

した稚貝の飼育においても生残率を除いてほぼ同様な

傾向を万三している。

飼育密度の影響が現われてくる原因として収容密度

の増加に対応したアワビ個体の占有率の増加が考えら

れる。飼育経過に伴ない個体の減耗がみられるが稚貝

の成長により占有率が高まる。高干宿吉度になるにしたが

い各{個固i件体4半、問の競合カ
してはたらき、その結果{固体摂餌量の減少をきたす。

摂餌量の多少は殻長成長率の増加比率に対して大きな

制限要因となり高潔度飼育における成長率の低下を引

き.おこすものとf桂定される。

8 

{国体摂餌量の増加に伴ない成長量も増加し実験I

( 10mm)の結果とよく一致した。ごのように摂餌量が

多かった結果古清t述した殻長成長量で実験I より 4~

7mmうわまわるごとに結びついたものと推定される。

3 アワビ稚貝の殻長組成

実験開始時および終了時における各区の殻長組成を

図14に示した。
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殻長20mm})上のアワピ個体数が50%に達する飼

育所要日数と収容密度の関係

図15

実験開始時(点線)と終了時(実線)における

アワピ稚貝の殻長組成

6ヶ月後においては殻長15mm以上の個体出現頻度は

各区共に80%以上を示し、 20胴以上の{固体は84.0%~

49.5%と1区と 6区では1.7倍の差を示している。ま

た20m叫1上の個体出現頻度が50%に達するのに要する

飼育日数と収容密度の関係は図15に示したとおり密度

が高くなるにしたがい所要日数も増加し、実験の範囲

内では収容密度が1000増す毎に所要日数が10日前後長

くなる傾向を示した。

以上実験Iおよび実験Eの結果について述たが、こ

れら二つの実験結果から総合的に判断するとアワビ稚

貝の成長、生残、摂餌量等におよl:fす飼育密度の影響

は次のように推論される。

図14



考 察

実験Iにおいて稚貝の大きさにより生残率のレベル

に差を生ピ、特に 5mm稚貝の減耗が高かった。種苗生

産過程において波板からの剥離による影響は殻長の小

さい程強いことを経験的に理解し、茨城水試の結果 2)

でも殻長の小さい程損傷による発死が多くなる傾向を

示し、また三重浜島水試の中間養成歩留結果 3)で稚貝

の大きさにより生残率に差を認めている。ごれらから

みて生残率のレベルが大きく異なった原因は、 f共試稚

貝の準備段階における波板からの剥離、実験中の計測

作業等による物理的損傷と、水温変化を含めた飼育環

境に対し、各サイズの個体が主体的に有する抵抗力の

差が考えられる。それ故個体の大きさによる生残率の

差は飼育密度だけの影響によるものでなく、上記諸要

因が重なって生じたものと推定される。

摂餌量については、飼育期間が長かったが投与海藻

の自然噌減率を測定していないこと、アワピ個体の行

動により飼育箆の網目から餌料海lilii細片のJJ臣落がツノ

マタを投与した時、量的には極めて少ないが一部認め

られているので厳密な意味では見掛の摂餌景として取

扱うのが妥当と考える。種苗生産過程に条件を近づけ

るためアオサ・ツノマタ・アラメ・カジメ等多種の海

藻を投与したが、菊地等4)がエゾアワピについて報告

しているように稚良の成長に及ぼす餌料効率は種類に

よって異なる。それ故各種海藻の投与期間、摂餌量の

多少によって殻長の成長が変化してくるので、摂餌量

と殻長成長量を比較する場合単一種の投与が好ましい。

エゾアワピとクロの遠いはあるが餌料藻の統一化を

図るため一応“アラメ当量"を用いて{国体摂餌量と飼

育密度および殻長成長率の関係をみたが、その傾向は

9 

実験1. II共に変らなかった。

平均飼育密度に対する殻長の成長量が実験Iより実

験E で 4~7mm多かったのは、{国体摂餌量が実験E で

多くその結果殻長の増加に結びついたものと思われる。

しかし{団体摂餌量の多かった原因については、実験時

期，飼育水温などほぼ条件が同一であるので飼育条件

のうち占有率の違いが考えられる。実験Iでは付着材

のカラースノコと飼育箆を合せたアワピ付着可能面積

の中に占める付着材の比率が209lv(400c@j2000cm)に対

して実験Eは47.590(11270cnI / 23720cm)と差がある。

その結果同一収容窓度においてアワビ占有率は実験E

が低く、実験Hにおいてアワビ稚貝が摂餌行動をとり

やすいこと、収容密度の高い 4，5区においては個体

摂餌景の差が実験IとHで少なくなっていることを併

せ考えると、摂餌量の差はアワピ占有率の差に起凶し

ているように思える。しかし同一占有率にあ、いても、

飼育容器平而積が400cnI(実験1)と5200cm(実験1I)

と大きく異なっており、飼育容器の絶対面積の差が摂

餌量に影響するものかどうかは今後検討すべき問題で

ある。

以上実験1， IIについて飼育密度と成長，生残等の

関係について述べたが、これらの結果からアワピ種苗

の量産を行う場合の適正飼育密度を検討してみる。

千葉県におけるアワピ種苗生産は10月， 11月を中心

に採甫が実施されるので、 3月から 5月にかけて波板

から剥離される稚貝は10月までに放流サイズに成長さ

せるのが施設の運営からみて望ましい。

i皮板から平均殻長10mmで剥離された稚貝を 6ヶ月間

飼育した場合実験範囲内の各飼育密度におけるアワビ

生産量(総重量)を模式的に示せば表5のように在る。

表5 収容密度とアワピ稚員生産量

収容密度 生残率
生産{固体数

平均殻長 平均体重 生産量
(N/rri) (90 ) (rnrn ) ( g) ( g) 

1000 90 900 27.0 2.60 2340 

2000 80 1600 25.3 2.06 3296 

3000 70 2100 23.9 1. 66 3486 

4000 60 2400 22.6 1.40 3360 

5000 60 3000 21.8 1.24 3720 

6000 60 3600 21.0 1.10 3960 

7000 60 4200 20.4 1.00 4200 

8000 60 4800 19.8 0.92 4416 

9000 60 5400 19.3 0.86 4644 

10000 60 6000 19.0 0.82 4920 
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三号験に使用したと同様な飼育箆を用いて、飼育途中間

引を行なわないで飼育を継続した場合、収容密度7000

Inf以上は生産量は多くなるカマ品貝の成長が劣り放流

サイズとしては小きくなる。また2000Iぱ以下では殻

長は大きくなるが単位当り生産量が低く、多くの施設

を要し飼育管理面での作業量が増加する。生産量、殻

長サイズ、管理作業量等から考えると適正飼育密度は

3000 I nf前後と推定され渋井5)の結果とほぼ同ピ値を

示した。二つの実験結果の総合的判断に基いて本実験

の飼育方法では3000I nfが適正飼育密度となるが、投

与餌料の種類、飼育装置、飼育環境等を含めた飼育条

件によりアワピ稚員の成長生残も相対的に変化するの

で、地理的立地条件、施設の大小による飼育管理作業

量等を含めて総合的に決定されるべきものであろう。

摘要

j皮板剥離後のアワピ稚貝(クロ)の飼育密度と成長，

生残の関係を明らかにするため、殻長 5mm， 10mm， 15 

mmの稚貝を用いて飼育密度実験を、また種苗生産過程

で用いるものと同一規模容器での飼育密度実験をそれ

ぞれ6ヶ月間行ない次の結果を得た。

1) 6ヶ月間の平均飼育宿度と殻長成長率の関係は、

飼育密度が高くなるにしたがい成長率が減少し、飼育

密度4000I ni以上では成長率の差が小さくなる傾向を

示した。

2 )収容密度と生残率の関係は稚貝の大きさにより

生残率のレベルが大きく異なり、 15mm，10rnm， 5 mmの

j碩で高い生残率を示した。収容密度に対する生残率の

変化は各サイズ共に共通した変動を示し、収容密度

4000 I nf ~6000 I ni以上で生残率が低下する傾向を示

した。

3)平均アワピ占有率と殻長成長率の関係は占有密

度の増加に対応して成長率も減少するが占有率 150%

以上では減少比率が小さくなる傾向を示した。占有率

200%J-J..上ではアワピ個体問の競合によって摂餌行動が

制限されるように観察された。

4 )摂餌総量は収容密度に対応し増加するが個14<摂
餌量は逆に減少し、平均飼育密度が4000I nf以上では

減少比率が小さくなる。個体摂餌量と殻長成長率の関

係は摂餌量の増加に伴ない成長率もI曽加を示す。

5 )アワピ稚貝の適正飼育密度は生産量，放流サイ

ズ等を考慮すると、間引を行なわないで長期間飼育す

る場合3000I nf前後と推定される。
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附図 1 付着材に対するアワ ビ集合状態

写真上段数字は実験開始時の殻長サイ ズを、右側数字は各実験区を示し

各写真下側数字は、付着材に対するアワピ占有率(%)を示す
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